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‌取 組 の 背 景
近隣からの誘客をいかにして伸ばすかが課題

新竪町商店街は、新旧の店舗が交錯する地域型商
店街である。金沢市の中心商業地に隣接しているが、
近隣の竪町や片町が大きな集客力を持つため、集客
には苦労しているが、若手経営者による雑貨店や飲
食店が増えてきた。

人口減少や少子高齢化の進展により、商圏人口が
減少しているが、国内有数の観光施設になった金沢
21 世紀美術館や「禅」で有名な鈴木大拙館にも近
接していることから、週末には来街者で賑わいを見
せている。

そのような現状を踏まえ、近隣の中心商業地から
の誘客をいかにして商店街まで伸ばしていくかを課
題とし、幅広い世代に商店街に足を運んで店を見て
もらい新規顧客の獲得につなげられるよう、出店し
た若手経営者らが中心となって話題性のあるイベン
トを検討していった。

‌取 組 の 内 容
女性経営者も参加し、魅力的なイベントへ　

商店街が隆盛の頃は、お中元やお歳暮売り出しな
ど活況を呈していたが、昭和 45 年に犀川大通りの
開通により人の流れが変わるとともに、大型店の出
店などで商店街の魅力が薄れつつあったため、昭和
62 年に「しんたてふれ愛まつり」として夏祭りを
スタートさせ、地元の行事として定着していった。

その後、平成 19 年に祭りのあり方を見直し、ク
ラフトをテーマに出店ブースを設けるなど内容を一
新させたほか、平成 25 年には県内外から個性的な
コーヒー店を呼び込み、商店街が一日限定のコーヒ
ーの街に変わる「しんたてコーヒー大作戦」を開催。
また、平成 27 年からは市内の他商店街と連携し、
商店街を中心に撮影した作品を発表する商店街合同
企画の「3（み）ちくさ」フォトコンテストなど、
商店街の賑わい創出につながるイベントを相次いで
企画・実施し、商店街の新たな魅力づくりに取り組
んでいる。

なお、ふれ愛まつりやコーヒー大作戦の実行委員
会には、商店街内に 10 年程前から出店していたア
ンティーク着物やアクセサリーなどを扱う店舗の女
性経営者や、雑貨店や花店を開店した女性経営者ら
もメンバーに参加し、女性視点での企画・運営を取
り入れている。
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若手経営者や女性経営者などの活躍で、
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（前列右より 2 番目）

商店街は、新しい人も古くからいる人
も含め、個性を持つ人たちの集合体です。
テナントは移り変わっても、みんな商人

（あきんど）で目先の売上を気にする経営
者ではありません。今後も、個店の持つ
個性を大切にして、新竪町ブランドと言
える魅力を守っていき、商店街のさらな
る活性化につなげていきたいと思います。

また、新竪町商店街の独特な雰囲気を
魅力だと考え、若い世代が出店するよう
な環境をさらにつくっていきたいと思い
ます。

地域商店街が寂れていく中で、古い町
家が残り、比較的小ぶりな店舗が多いこ
とから、新しく商売を始める若い人が空
き店舗に入って来たことをきっかけに世
代交代が進み、イベントを若手や女性に
任せるようにしました。その若い人たち
が中心となり、各店舗が築いてきた「つ
ながり」を大切にして出店者を集めたイ
ベントが、今では新竪町商店街の新たな
顔となっています。

集まった個性を商店街の未来に若手や女性が始めた新しい取組が
商店街のブランドに

そのほか、商店街では昭和 60 年頃に空き店舗へ
入居した若手経営者らの旗振りによって、今では洒
落た雰囲気のカフェやオーガニック商品を扱う喫茶
店、こだわりの品揃えの雑貨店・古本屋・西洋家具
店、若手女性起業家による美容室、経済産業省の

「The Wonder 500」プロジェクトに認定された
彫金作家によるアクセサリー製造・販売店などが立
ち並んでいる。加えて、商店街にオフィスを構え、
古い建築物のリノベーションを得意とする不動産仲
介業者と協力し、長年空き店舗であった商店街の入
口付近の角地の小さな物件にテイクアウトコーヒー
店を呼び込むなどの空き店舗対策も実施している。

‌取 組 の 成 果
個性が新しい個性を呼び、新陳代謝が進む　

平成 19 年から「しんたてふれ愛クラフトまつり」
として出店ブース数を増やし、若手や女性経営者の
ネットワークを通じた出店者のみとすることにより
コンセプト・雰囲気を統一し、バンドやアカペラ、
ダンスのコーナーを設けるなど内容を一新した結
果、毎回 5 千人以上の来街者が訪れるようになる
までになった。

また、ふれ愛まつり以外にも集客につながるイベ
ントを実施すべきと考え、石川県のコーヒー消費額
が国内上位にあることをヒントに、全国からコーヒ

ー店が出店する「しんたてコーヒー大作戦」を実施
し、今ではふれ愛まつりを超える来街者が集まるイ
ベントとなっている。

そのほか、商店街入口に設置されていた広告アー
チ灯を市の景観基準に適合した高さと色彩を兼ね備
えた LED 灯に更新し、夜間時の来街者への利便性
向上も図った。

これら一連の取組の結果、平成 28 年 12 月現在、
商店街内の空き店舗数は 1 件のみとなっており、
魅力的な新竪町ブランドが形成されている。

‌実 施 体 制

それぞれの事業には、金沢市からの助成金を活用
しているほか、広報についても支援を受けている。
「しんたてふれ愛まつり」の企画・運営は、すべ

て商店街の若手に任せ、地元デザイナーや作家など
と連携しながら広告旗やリーフレットを作成してお
り、業者に一任せず商店街の人的ネットワークを活
かして制作している。フリーマーケットの出店者も
商店街の各個店が責任者となって推薦しており、プ
ロの出店者は除外し商店街の雰囲気に合った店にす
るなど、他のイベントとの差別化を図っている。

また、「しんたてコーヒー大作戦」の出店者には
市内の有名店はもとより、東京や鎌倉、沖縄など遠
方からも参加しており、コーヒー業界でも注目のイ
ベントとなっている。

しんたてふれ愛まつりの様子

しんたてコーヒー大作戦の様子


